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氏 名：佐藤 博隆（Hirotaka Sato） 

年 齢：42 歳（生年月日：1983年 7月 4 日） 

 

学術論文の被引用数： 1508 （2010 年～現在） 

h-index：   21 （2010 年～現在） 

 

1. 研究キーワード 「中性子ビーム応用工学」 

量子ビーム実験・解析法の開発研究 

中性子イメージング、透過中性子分光、中性子全断面積、ブラッグエッジ（ブラッグ散乱端）、ブラッグディップ、リ

ートベルト解析、結晶構造、結晶相、集合組織・結晶方位、ミクロ組織（結晶粒・結晶子）、マクロひずみ・応力、ミ

クロひずみ・転位密度、CT（トモグラフィ）、工学材料中性子回折、粉末中性子回折、単結晶中性子回折、中性子共鳴

吸収、小角中性子散乱、加速器パルス中性子源、中性子ビームライン、中性子光学素子、中性子画像検出器 

量子ビーム利用研究 

自動車部品（トヨタ自動車・ホンダほかとの共同研究）、鉄道レール（日本原子力研究開発機構ほかとの共同研究）、

鉄文化財（日・伊・韓共同研究）、鉄鋼材料（日本製鉄・JFE スチールほかとの共同研究）、建築材料（清水建設との

共同研究）、原子核破砕ターゲット材料（京都大学複合原子力科学研究所ほかとの共同研究）、宇宙放射線（高エネル

ギー素粒子）に起因する通信システムのソフトエラー（NTT・富士通・NEC・日立製作所ほかとの共同研究）、宇宙放

射線（高エネルギー素粒子）に起因する惑星物質の変質に関する研究（海洋研究開発機構ほかとの共同研究）、放射線

生物学（医工連携） 

主な応用対象 

リチウムイオン二次電池、全固体電池、クランクシャフト、ギア、パワーデバイス（SiC）、鉄道レール、タービンブ

レード（ニッケル基超合金）、HPT 加工鋼、TRIP 鋼、含水素鋼、溶接鋼、電磁鋼板、日本刀、和包丁、ダマスカス鋼

ナイフ、古銭、積層造形（3D プリンティング）、ECAP 加工アルミニウム、マグネシウム合金、セメント・鉄筋コン

クリート、炭素繊維強化プラスチック（CFRP）、水素貯蔵合金、超伝導加速器空洞（ニオブ）、原子核破砕ターゲット

（鉛ビスマス共晶合金）、放射線シンチレーター、放射線遮蔽材、素粒子実験用単結晶、食品、中性子回折連携、中性

子小角散乱連携、X 線回折連携、X 線イメージング連携、電子顕微鏡（SEM・TEM）連携、CT 画像再構成技術、情報

通信ネットワーク・医療・航空宇宙分野の電子機器ソフトエラー、高エネルギー宇宙放射線により変質した惑星物質、

放射線生物学（医工連携） 

関係する国内の主な学協会 

日本原子力学会、日本加速器学会、日本中性子科学会、中性子産業利用推進協議会、日本アイソトープ協会、日本非

破壊検査協会、日本材料学会、日本金属学会、日本鉄鋼協会、軽金属学会、応用物理学会、日本顕微鏡学会、精密工

学会、日本真空学会、… 

 

2. 職 歴 

2025 年 4 月～  北海道大学 准教授 ／ ディスティングイッシュトリサーチャー（卓越研究者） 

大学院工学研究院 応用量子科学部門 物質量子工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室 

兼 大学院工学研究院 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 

  中性子材料解析研究室 

兼 大学院工学研究院 原子力安全先端研究・教育センター 産学連携研究開発グループ 

兼 総合イノベーション創発機構 宇宙ミッションセンター 

兼 半導体フロンティア教育研究機構 

兼 グリーントランスフォーメーション先導研究センター 

2025 年 1 月～2025 年 3 月 北海道大学 准教授 ／ ディスティングイッシュトリサーチャー（卓越研究者） 

大学院工学研究院 応用量子科学部門 物質量子工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室 

兼 大学院工学研究院 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 

  中性子材料解析研究室 

兼 大学院工学研究院 原子力安全先端研究・教育センター 産学連携研究開発グループ 

兼 総合イノベーション創発機構 宇宙ミッションセンター 

2023 年 4 月～2024 年 12 月 北海道大学 准教授 ／ ディスティングイッシュトリサーチャー（卓越研究者） 

大学院工学研究院 応用量子科学部門 物質量子工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室 

兼 大学院工学研究院 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 

  中性子材料解析研究室 

兼 大学院工学研究院 原子力安全先端研究・教育センター 産学連携研究開発グループ 

兼 創成研究機構 宇宙ミッションセンター 

2022 年 4 月～2023 年 3 月 北海道大学 准教授 

大学院工学研究院 応用量子科学部門 物質量子工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室 

兼 大学院工学研究院 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 

  中性子材料解析研究室 

兼 大学院工学研究院 原子力安全先端研究・教育センター 産学連携研究開発グループ 



兼 創成研究機構 宇宙ミッションセンター 

2021 年 10 月～2022 年 3 月 北海道大学 准教授 

大学院工学研究院 応用量子科学部門 物質量子工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室 

兼 大学院工学研究院 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 

  中性子材料解析研究室 

兼 創成研究機構 宇宙ミッションセンター 

2020 年 11 月～2021 年 9 月 北海道大学 大学院工学研究院 准教授 

応用量子科学部門 物質量子工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室 

兼 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 中性子材料解析研究室 

2020 年 4 月～2020 年 10 月 北海道大学 大学院工学研究院 助教 

応用量子科学部門 物質量子工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室（加美山研究室） 

兼 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 中性子材料解析研究室 

2018 年 4 月～2020 年 3 月 北海道大学 大学院工学研究院 助教 

量子理工学部門 応用量子ビーム工学分野 中性子ビーム応用理工学研究室（加美山研究室） 

兼 エネルギー・マテリアル融合領域研究センター 中性子材料解析研究室 

2012 年 4 月～2018 年 3 月 北海道大学 大学院工学研究院 量子理工学部門 

応用量子ビーム工学分野 量子ビーム応用計測学研究室（古坂研究室） 助教 

2011 年 4 月～2012 年 3 月 日本原子力研究開発機構 J-PARC センター 物質・生命科学ディビジョン 

中性子利用セクション J-PARC MLF BL22「螺鈿（RADEN）」グループ 博士研究員 

2008 年 4 月～2011 年 3 月 日本学術振興会 特別研究員 DC1 

 

3. 学 歴 

2011 年 3 月 北海道大学 大学院工学研究科 量子理工学専攻 応用量子ビーム工学講座 

量子ビームシステム工学研究室（鬼柳研究室） 博士後期課程 修了（主査：鬼柳 善明 教授） 

博士（工学）（北海道大学） 

  学位論文題目「パルス中性子透過法による結晶組織構造情報の定量的イメージング」 

2008 年 3 月 北海道大学 大学院工学研究科 量子理工学専攻 中性子マテリアル解析講座（KEK 連携講座） 

量子ビームシステム工学研究室（鬼柳研究室） 修士課程 修了（主査：池田 進 客員教授） 

2006 年 3 月 北海道大学 工学部 物理工学系 原子工学科 量子ビームシステム工学研究室（鬼柳研究室） 卒業 

2002 年 3 月 北海道旭川北高等学校 普通科 卒業 

 

4. 受 賞 （指導学生の学会発表賞は別記） 

[1] 北海道大学ディスティングイッシュトリサーチャー（卓越研究者）, 佐藤博隆（2023 年 4 月 1 日） 

[2] 令和 4 年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰 若手科学者賞, 広エネルギー中性子応用工学による材料システムの

超階層研究, 佐藤博隆（2022 年 4 月 20 日） 

[3] 北海道大学大学院工学研究院 令和 2 年度（第 1 回）若手教員奨励賞, 佐藤博隆（2021 年 3 月 30 日） 

[4] 日本鉄鋼協会 山岡賞（共同研究賞）, 小型中性子源による鉄鋼組織解析研究会（主査：大竹淑恵）（2019 年 3 月 20

日） 

[5] 日本中性子科学会 日本中性子科学会誌『波紋』President Choice（論文賞）, 大場洋次郎, 諸岡聡, 佐藤博隆, 佐藤信

浩, 井上倫太郎, 杉山正明（2018 年 12 月 5 日） 

[6] 日本原子力研究開発機構（JAEA） 平成 30 年度理事長表彰 研究開発功績賞, エネルギー分析型中性子イメージング

装置（J-PARC MLF BL22「螺鈿（RADEN）」）の建設と先導研究, パルス中性子イメージンググループ（篠原武尚, 甲

斐哲也, 及川健一, 瀬川麻里子, 中谷健, 原田正英, 大井元貴, 廣井孝介, 蘇玉華, 鬼柳善明, 加美山隆, 佐藤博隆, 

Joseph Don Parker, 林田洋寿, 松本吉弘）（2018 年 10 月 1 日） 

[7] 日本原子力学会 第 50 回歴史構築賞, 北海道大学電子線形加速器（北大 LINAC）ならびに中性子実験施設（HUNS）

（代表：加美山隆）（2018 年 3 月 27 日） 

[8] 日本金属学会 第64回論文賞, 佐藤博隆, 佐藤友哉, 塩田佳徳, 加美山隆, Anton S. Tremsin, 大沼正人, 鬼柳善明（2016

年 9 月 21 日） 

[9] 日本金属学会 第 60 回論文賞, 佐藤博隆, 加美山隆, 鬼柳善明（2012 年 9 月 17 日） 

[10] 日本中性子科学会 第 9 回奨励賞, 佐藤博隆（2011 年 11 月 22 日） 

[11] 日本原子力学会 2010 年秋の大会最優秀ポスター発表賞, 佐藤博隆（2010 年 9 月 15 日） 

[12] 日本材料学会 第 59 期学術講演会優秀講演発表賞, 佐藤博隆（2010 年 6 月 2 日） 

[13] 日本原子力学会北海道支部 平成 20 年度奨励賞, 佐藤博隆（2009 年 4 月 15 日） 

[14] 日本原子力学会 2009 年春の年会最優秀ポスター発表賞, 佐藤博隆（2009 年 3 月 23 日） 

[15] 日本原子力学会北海道支部 平成 19 年度奨励賞, 佐藤博隆（2008 年 4 月 8 日） 

[16] 日本原子力学会 平成 19 年度フェロー賞, 佐藤博隆（2008 年 3 月 26 日） 

[17] 北海道大学工学部 平成 17 年度総代, 佐藤博隆（2006 年 3 月 24 日） 

[18] 北海道大学工学部原子工学科 平成 17 年度首席, 佐藤博隆（2006 年 3 月 24 日） 

[19] 北海道大学工学部 平成 17 年度 William Wheeler Prize, 佐藤博隆（2006 年 3 月 24 日） 

 

5. 競争的研究・教育資金獲得実績 

[1] 文部科学省国際原子力人材育成イニシアティブ事業（原子力人材育成等推進事業費補助金）, 2020 年度～2026 年度, 



機関連携強化による未来社会に向けた新たな原子力教育拠点の構築, 教育代表機関教育分担者 

[2] 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（B）, 2022 年度～2025 年度, インテグレイテッド・マテリアルズのパル

ス中性子波長分解型イメージング, 研究代表者, 17,420,000 円 

[3] 日本鉄鋼協会第 30 回鉄鋼研究振興助成, 2021 年度～2022 年度, 中性子ダブルブラッグエッジ解析による正確・簡

単・汎用的な結晶相分率イメージング, 研究代表者, 3,000,000 円 

[4] 日本原子力研究開発機構「英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業」課題解決型廃炉研究プログラム, 2020

年度～2022 年度, 遮蔽不要な臨界近接監視システム用ダイヤモンド中性子検出器の要素技術開発, 研究分担機関研

究分担者 

[5] 日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤研究（C）, 2019 年度～2021 年度, 熱散漫散乱解析型中性子透過イメー

ジングによる高汎用性サーマル・トモグラフィの実現, 研究代表者, 4,290,000 円 

[6] 北海道大学大学院工学研究院エネルギー・マテリアル融合領域研究センター若手研究員等研究助成, 2020 年度, 中性

子透過ブラッグディップイメージングの 3 次元結晶情報解析に関する研究, 研究代表者, 300,000 円 

[7] 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（B）, 2017 年度～2020 年度, 産業利用への実用を目指した中性子共鳴吸

収温度測定法の展開, 研究分担者, 16,120,000 円 

[8] 北海道大学大学院工学研究院エネルギー・マテリアル融合領域研究センター若手研究員等研究助成, 2019 年度, 中性

子透過ブラッグエッジイメージング法における転位密度評価のためのデータ解析法の開発, 研究代表者, 300,000 円 

[9] 日本鉄鋼協会第 27 回鉄鋼研究振興助成および石原・浅田研究助成, 2018 年度～2019 年度, 小型中性子源ブラッグエ

ッジイメージングによる結晶相体積分率の高精度トモグラフィ, 研究代表者, 3,000,000 円 

[10] 日本学術振興会学術研究助成基金助成金基盤研究（C）, 2017 年度～2019 年度, 量子ビームによる水素貯蔵材料の静

的・動的構造変化のその場観察, 研究分担者, 4,550,000 円 

[11] 科学技術振興機構研究成果展開事業地域産学バリュープログラム, 2017 年度～2018 年度, 中性子ブラッグエッジイ

メージングによる結晶組織構造の可視化技術の高度化, 研究分担機関研究代表者, 2,990,000 円 

[12] 日本学術振興会学術研究助成基金助成金若手研究（B）, 2016 年度～2018 年度, 高い空間認識特性を持つ結晶粒・結

晶方位の逆極点図イメージング, 研究代表者, 4,160,000 円 

[13] 科学技術振興機構国家課題対応型研究開発推進事業原子力システム研究開発事業（安全基盤技術研究開発）, 2014 年

度～2017 年度, 次世代原子炉燃料の健全性評価のための非破壊分析技術の開発, 研究分担機関研究分担者 

[14] 科学技術振興機構国家課題対応型研究開発推進事業光・量子融合連携研究開発プログラム, 2013 年度～2017 年度, 実

用製品中の熱、構造、磁気、元素の直接観察による革新エネルギー機器の実現, 研究分担機関研究分担者 

[15] 科学技術振興機構国家課題対応型研究開発推進事業光・量子融合連携研究開発プログラム, 2013 年度～2017 年度, も

のづくり現場で先端利用可能な小型高輝度中性子源システムの整備・高度化, 研究分担機関連携研究者 

[16] 日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（S）, 2011 年度～2015 年度, パルス中性子による物質材料および空間場

の組織構造・物理量イメージング, 連携研究者, 265,720,000 円 

[17] 日本学術振興会学術研究助成基金助成金若手研究（B）, 2012 年度～2014 年度, 新概念パルス中性子 CT 法による 3D

応力ひずみイメージング, 研究代表者, 4,810,000 円 

[18] 日本原子力研究開発機構「萌芽研究」, 2011 年度, パルス中性子イメージング用結晶組織構造解析コード「RITS」の

高度化, 研究代表者, 1,481,000 円 

[19] 豪州首相日本対象教育支援プログラム, 2011 年度, プログラム代表者, 356,000 円 

[20] 日本学術振興会科学研究費補助金特別研究員奨励費, 2008 年度～2010 年度, パルス中性子トモグラフィの開発によ

るマテリアル研究の新展開, 研究代表者, 1,800,000 円 

 

6. 産学連携共同研究・受託研究 

[1] 清水建設株式会社技術研究所, 2024 年度～2026 年度, 革新的（ロジックス）構造・材料のマルチスケール性能評価, 

基礎研究グループ, 共同研究, 研究分担者 

[2] アドバンスコンポジット株式会社, 2025 年度, 炭化ホウ素含有樹脂複合体の中性子遮蔽率測定, 共同研究, 研究代表

者, 780,000 円 

[3] 三井金属鉱業株式会社レアマテリアル事業部, 2025 年度, 希土類材料による中性子遮蔽性能評価, 共同研究, 研究代

表者, 780,000 円 

[4] 日本電信電話株式会社宇宙環境エネルギー研究所, 2025 年度, 宇宙線等による半導体影響に関する研究, 共同研究, 

研究分担者, 3,380,000 円 

[5] 株式会社本田技術研究所先進技術研究所, 2025 年度, 中性子ブラッグエッジ解析技術, 学術コンサルティング, 学術

コンサルタント, 1,248,000 円 

[6] 日本電信電話株式会社宇宙環境エネルギー研究所, 2024 年度, 宇宙線等による半導体影響に関する研究, 共同研究, 

研究分担者, 3,380,000 円 

[7] 株式会社本田技術研究所先進技術研究所, 2024 年度, 中性子ビームを用いた電池材料イメージング, 学術コンサルテ

ィング, 学術コンサルタント, 5,148,000 円 

[8] 国立研究開発法人産業技術総合研究所分析計測標準研究部門, 2022 年度～2024 年度, パルス中性子ビームを用いた

計測技術に関する研究, 共同研究, 研究分担者, 0 円 

[9] 日本電信電話株式会社宇宙環境エネルギー研究所, 2023 年度, 宇宙線等による半導体影響に関する研究, 共同研究, 

研究分担者, 2,600,000 円 

[10] 株式会社本田技術研究所先進技術研究所, 2023 年度, 全固体電池の中性子イメージング測定, 学術コンサルティング, 

学術コンサルタント, 3,861,000 円 

[11] 清水建設株式会社技術研究所, 2021 年度～2023 年度, マルチスケールシミュレーションを活用した材料創生, ナノ



グループ, 共同研究, 研究分担者 

[12] 富士通ネットワークサービスエンジニアリング株式会社光エンジニアリング統括部, 2022 年度, 通信システムのソ

フトエラー耐量向上の研究, 共同研究, 研究代表者, 1,365,000 円 

[13] 日本電信電話株式会社宇宙環境エネルギー研究所, 2022 年度, 宇宙線等による半導体影響に関する研究, 共同研究, 

研究分担者, 3,380,000 円 

[14] 株式会社本田技術研究所先進技術研究所, 2022 年度, 量子ビーム測定のポテンシャル評価, 受託研究, 研究分担者 

[15] JFE スチール株式会社スチール研究所, 2021 年度, 小型中性子線源を用いた組織解析方法検討（ブラッグエッジイメ

ージング法による組織定量法開発）, 共同研究, 研究代表者, 1,560,000 円 

[16] 富士通ネットワークサービスエンジニアリング株式会社フォトニクス技術サービス統括部, 2021 年度, 通信システ

ムのソフトエラー耐量向上, 共同研究, 研究代表者, 2,340,000 円 

[17] 日本電気株式会社第一ネットワークソリューション事業部, 2021 年度, 加速器中性子源による通信装置のソフトエ

ラーに関する研究, 共同研究, 研究代表者, 780,000 円 

[18] 日本電信電話株式会社宇宙環境エネルギー研究所, 2021 年度, 宇宙線等による半導体影響に関する研究, 共同研究, 

研究分担者, 2,080,000 円 

[19] JFE スチール株式会社スチール研究所, 2020 年度, 小型中性子線源を用いた組織解析方法検討（ブラッグエッジイメ

ージング法による組織定量法開発）, 共同研究, 研究代表者, 1,560,000 円 

[20] 富士通ネットワークサービスエンジニアリング株式会社フォトニクス技術統括部, 2020 年度, 通信システムのソフ

トエラー耐量向上, 共同研究, 研究代表者, 1,170,000 円 

[21] 日本電信電話株式会社宇宙環境エネルギー研究所, 2020 年度, 中性子線による半導体影響の研究, 共同研究, 研究分

担者, 2,288,000 円 

[22] 清水建設株式会社技術研究所, 2018 年度～2020 年度, コンクリートの時間依存挙動シミュレーション技術の構築, 

ナノ構造解析グループ, 共同研究, 研究分担者 

[23] 富士通ネットワークサービスエンジニアリング株式会社フォトニクス技術統括部, 2019 年度, 通信システムのソフ

トエラー耐量向上, 共同研究, 研究代表者, 1,807,200 円 

[24] 日本電気株式会社コンバージドネットワーク事業部, 2019 年度, 加速器中性子源による通信装置のソフトエラーに

関する研究, 共同研究, 研究代表者, 903,600 円 

[25] 日本電信電話株式会社ネットワーク基盤技術研究所, 2019 年度, ソフトエラーの中性子エネルギー依存性に関する

研究, 共同研究, 研究分担者, 1,650,000 円 

[26] JFE スチール株式会社スチール研究所, 2019 年度, 小型中性子線源を用いた組織解析方法検討, 共同研究, 研究分担

者, 1,300,000 円 

[27] 富士通ネットワークサービスエンジニアリング株式会社フォトニクス技術統括部, 2018 年度, 通信システムのソフ

トエラー耐量向上, 共同研究, 研究代表者, 1,233,600 円 

[28] トヨタ自動車株式会社計測技術部, 2018 年度, 中性子を用いた部品内部状態把握技術, 共同研究, 研究分担者 

[29] JFE スチール株式会社スチール研究所, 2018 年度, 小型中性子線源を用いた組織解析方法検討, 共同研究, 研究分担

者, 1,200,000 円 

[30] 日本電信電話株式会社ネットワークサービスシステム研究所, 2018 年度, ソフトエラー試験における統一評価手法

および照射粒子/対象デバイスの領域拡大に関する研究, 共同研究, 研究分担者 

[31] 富士通株式会社ネットワークプロダクト事業本部, 2017 年度, 通信システムのソフトエラー耐量向上の研究, 共同研

究, 研究代表者, 1,520,400 円 

[32] 日本電信電話株式会社ネットワークサービスシステム研究所, 2017 年度, ソフトエラー試験における統一評価手法

および小型加速器精度実証に関する研究, 共同研究, 研究分担者 

[33] トヨタ自動車株式会社計測技術部, 2017 年度, 中性子を用いた部品内部状態把握技術, 共同研究, 研究分担者 

[34] 東芝電子管デバイス株式会社電力管技術部, 2016 年度, 中性子検出器測定システムの位置分解能特性の研究, 共同研

究, 研究代表者, 644,300 円 

[35] 日本電気株式会社コンバージドネットワーク事業部, 2016 年度, 加速器中性子源による通信装置のソフトエラーに

関する研究, 共同研究, 研究代表者, 1,013,600 円 

[36] 日本電信電話株式会社ネットワークサービスシステム研究所, 2016 年度, ソフトエラー試験における小型加速器中

性子源の特性評価に関する研究, 共同研究, 研究分担者 

[37] 富士通テレコムネットワークス株式会社フォトニクスグループ, 2015 年度, 通信システムのソフトエラー耐量向上

の研究, 共同研究, 研究代表者, 1,752,200 円 

[38] 日本電気株式会社コンバージドネットワーク事業部, 2015 年度, 加速器中性子源による通信装置のソフトエラーに

関する研究, 共同研究, 研究代表者, 1,040,000 円 

[39] 株式会社日立製作所横浜研究所, 2015 年度, 小型加速器中性子源による電子システムのソフトエラー耐性評価に関

する研究, 共同研究, 研究代表者, 1,040,000 円 

[40] トヨタ自動車株式会社計測技術部, 2013 年度～2015 年度, 中性子イメージングによる電池内部現象みえる化技術開

発, 共同研究, 研究分担者, 4,500,000 円 

[41] 富士通テレコムネットワークス株式会社フォトニクスグループ, 2014 年度, 通信システムのソフトエラー耐量向上

の研究, 共同研究, 研究代表者, 1,548,000 円 

[42] 日本電気株式会社コンバージドネットワーク事業部, 2014 年度, 加速器中性子源による通信装置のソフトエラーに

関する研究, 共同研究, 研究代表者, 1,040,000 円 

[43] 株式会社日立製作所横浜研究所, 2014 年度, 電子デバイスのソフトエラー耐性評価に関する研究, 共同研究, 研究代

表者, 1,040,000 円 



[44] 株式会社 IHI基盤技術研究所, 2014 年度, エネルギー選別型中性子イメージングによる産業利用材料評価, 共同研究, 

研究分担者, 500,000 円 

[45] 日本電信電話株式会社ネットワークサービスシステム研究所, 2013 年度, 小型加速器中性子源による通信システム

のソフトエラー試験の効率化および NTT 局舎条件での中性子特性に関する研究, 共同研究, 研究分担者 

[46] 富士通テレコムネットワークス株式会社フォトニクスグループ, 2013 年度, 通信システムのソフトエラー耐量向上

の研究, 共同研究, 研究分担者, 1,016,000 円 

[47] 日本電気株式会社コンバージドネットワーク事業部, 2013 年度, 加速器中性子源による通信装置のソフトエラーに

関する研究, 共同研究, 研究分担者, 783,000 円 

[48] 株式会社日立製作所通信ネットワーク事業部, 2013 年度, 小型加速器中性子源による通信装置のソフトエラー試験

の効率化の研究, 共同研究, 研究分担者, 508,000 円 

[49] 日本電信電話株式会社ネットワークサービスシステム研究所, 2012 年度, 加速器中性子源による伝送装置のソフト

エラーに関する研究, 共同研究, 研究分担者, 495,000 円 

[50] 住友金属工業株式会社総合技術研究所, 2012 年度, 中性子小角散乱を用いた鋼中微細介在物・析出物の粒度分布解析, 

共同研究, 研究分担者, 1,050,000 円 

[51] 株式会社 IHI基盤技術研究所, 2012 年度, エネルギー選別型中性子イメージングによる産業利用材料評価, 共同研究, 

研究分担者 

[52] トヨタ自動車株式会社計測技術部, 2012 年度, 中性子透過分光法による工業用材料内のひずみ・組織の観察, 共同研

究, 研究分担者 

 

7. 特許・著作権 

[1] 国際特許, , 放射線照射試験による半導体デバイス有感領域の推定, 日本電信電話（富永愛侑, 岩下秀徳, 木内笠, 砂

田裕志, 広島芳春）, 北海道大学（加美山隆, 佐藤博隆, 鬼柳善明, 古坂道弘, 石黒凱人）, 

[2] 国際特許, , ソフトエラー断面積推定時のダブルバンチ補正, 日本電信電話（砂田裕志, 岩下秀徳, 木内笠, 富永愛侑,

広島芳春）, 北海道大学（加美山隆, 佐藤博隆, 鬼柳善明, 古坂道弘, 石黒凱人）, 

[3] 国際特許, , 陽子線を利用した中性子 SEU 断面積推定, 日本電信電話（砂田裕志, 岩下秀徳, 木内笠, 広島芳春）, 北

海道大学（加美山隆, 佐藤博隆, 鬼柳善明, 古坂道弘, 瀬邊智己）, 

[4] 国際特許, , 中性子のみを利用した陽子起因システム故障発生率推定, 日本電信電話（木内笠, 岩下秀徳, 砂田裕志, 

広島芳春）, 北海道大学（加美山隆, 佐藤博隆, 鬼柳善明, 古坂道弘, 瀬邊智己）, 

[5] , , 鉄筋表面の腐食生成物厚さを可視化・評価する手法, 清水建設（依田侑也, 辻埜真人, 西田朗）, 北海道大学（北

垣亮馬, 佐藤博隆, 加美山隆, 石倉我玖）, 

[6] 国際特許, , 熱中性子 SEU クロスセクション測定法, 日本電信電話（岩下秀徳, 木内笠, 広島芳春）, 北海道大学（加

美山隆, 佐藤博隆, 鬼柳善明, 古坂道弘）, 

[7] 国際特許, , ホウ素添加冷媒による熱中性子ソフトエラー対策, 日本電信電話（岩下秀徳, 木内笠, 広島芳春）, 北海

道大学（鬼柳善明, 古坂道弘, 加美山隆, 佐藤博隆）, 

[8] 国際特許, , 減速板を利用した陽子 SEU クロスセクション測定法, 日本電信電話（岩下秀徳, 木内笠）, 北海道大学

（加美山隆, 佐藤博隆, 鬼柳善明, 古坂道弘）, 

[9] 国際特許, , 中性子ソフトエラー発生率を利用した中性子エネルギースペクトル推定, 日本電信電話（木内笠, 岩下

秀徳）, 北海道大学（佐藤博隆, 加美山隆, 古坂道弘, 鬼柳善明）, 

[10] 国際特許, , SEU クロスセクション推定装置及び SEU クロスセクション推定方法並びに SEU クロスセクション推定

プログラム, 日本電信電話（岩下秀徳, 奧川雄一郎, 広島芳春）, 北海道大学（鬼柳善明, 古坂道弘, 加美山隆, 佐藤

博隆）, 

[11] 国際特許, , 中性子による宇宙陽子線影響測定法, 日本電信電話（岩下秀徳, 奧川雄一郎, 広島芳春）, 北海道大学（鬼

柳善明, 古坂道弘, 加美山隆, 佐藤博隆）, 

[12] 国際特許, 優先権主張番号 JP2019125192・国際出願番号 JP2020026274・国際公開番号 WO2021002469, 核反応検出

装置及び方法並びにプログラム（Nuclear reaction detection device, method and program）【時刻】, 日本電信電話（岩下

秀徳, 舩津玄太郎）, 北海道大学（古坂道弘, 加美山隆, 佐藤博隆）, 名古屋大学（鬼柳善明）, 2019 年 7 月 4 日優

先・2020 年 7 月 3 日出願・2021 年 1 月 7 日公開 

[13] 国際特許, 優先権主張番号 JP2019125190・国際出願番号 JP2020026279・国際公開番号 WO2021002470, 核反応検出

装置及び方法並びにプログラム（Nuclear reaction detection device, method and program）【位置】, 日本電信電話（岩下

秀徳, 舩津玄太郎）, 北海道大学（古坂道弘, 加美山隆, 佐藤博隆）, 名古屋大学（鬼柳善明）, 2019 年 7 月 4 日優

先・ 2020 年 7 月 3 日出願・2021 年 1 月 7 日公開 

[14] 日本国特許, 特願 2014-142069・特開 2016-17901・特許 6306456, 中性子による電池内部診断（診断装置、及び診断

方法）, 北海道大学（加美山隆, 佐藤博隆）, トヨタ自動車（吉澤章博, 三和田靖彦, 石井博行, 松本清市）, 2014 年

7 月 10 日出願・2016 年 2 月 1 日公開・2018 年 3 月 16 日登録 

[15] プログラム著作物登録（創作年月日の登録）, P 第 10160 号-1, パルス中性子ブラッグエッジイメージング用結晶組

織構造解析プログラム「RITS」, 佐藤博隆, 2012 年 11 月 15 日 

 

8. 学会・委員会活動（所属機関外） 

[1] 高エネルギー加速器研究機構 物質構造科学研究所 中性子共同利用実験審査委員会 委員（2025 年 4 月～） 

[2] 日本中性子科学会 基礎基盤部会 渉外担当幹事（2024 年 4 月～） 

[3] J-PARC MLF 中性子利用研究課題審査委員会 P7（産業利用）分科会・P9（新利用者支援）分科会 委員（2021 年 10

月～） 



[4] 日本原子力学会 大学原子力実験施設連絡会 委員（2019 年 9 月～） 

[5] J-PARC MLF 中性子利用研究課題審査委員会 レフェリー（2014 年 10 月～） 

[6] 日本原子力学会 加速器・ビーム科学部会 部会賞選考小委員会 委員（2025 年 4 月～2027 年 3 月） 

[7] 日本原子力学会 加速器・ビーム科学部会 運営小委員会 委員（2025 年 4 月～2027 年 3 月） 
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[2] 佐藤博隆, しなやかで強い鉄鋼材料 ～革新的構造用金属材料の開発最前線～, 第 2 編 先端解析・イメージングとモ

デリング 第 2 章 結晶界面物性とイメージング 第 3 節 パルス中性子イメージングによる結晶組織の広範囲解析, 

監修：鳥塚史郎, 高木節雄, 瀬沼武秀, 出版：エヌ・ティー・エス, ISBN 978-4-86043-453-3, 2016 

 

15. 解説・総説・記事・報告書（査読あり・IFあり） 
[1] Y. Kiyanagi*, T. Kamiyama, H. Sato, T. Shinohara, T. Kai and K. Iwase, Pulsed neutron spectroscopic imaging, Nuclear 

Instruments and Methods in Physics Research Section A, Volume ???, pp. ???-???, 20??（査読有・IF：1.4・TC：0・投稿予

定） 

[2] Y. Kiyanagi*, K. Oikawa, Y. Matsumoto, J. D. Parker, K. Watanabe, H. Sato and T. Shinohara, Japanese sword studies by using 

neutron Bragg edge transmission and computed tomography,  

[3] H. Sato*, Deriving quantitative crystallographic information from the wavelength-resolved neutron transmission analysis 

performed in imaging mode, Journal of Imaging, Volume 4, Issue 1, 7, 2018（査読有・IF：3.3・TC：40） 

 

16. 解説・総説・記事・報告書（査読あり・IFなし） 

[1] 加美山隆*, 長谷美宏幸, 佐藤博隆, 北海道大学における中性子と X 線の複合イメージングのための技術開発, 日本

非破壊検査協会誌『非破壊検査』, 67 巻 5 号, pp. 217-225, 2018（査読有・TC：0） 

[2] 佐藤博隆*, 中性子透過ブラッグエッジ法による金属材料のひずみ・組織情報の広範囲可視化, 日本非破壊検査協会

誌『非破壊検査』, 65 巻 1 号, pp. 33-39, 2016（査読有・TC：0） 

[3] 佐藤博隆*, パルス中性子源を用いた新しいイメージング －ブラッグエッジ透過分光法による結晶組織構造情報の

イメージング－, 日本アイソトープ協会誌『RADIOISOTOPES』, 61 巻 8 号, pp. 449-462, 2012（査読有・TC：1） 

 

17. 解説・総説・記事・報告書（査読なし・IFなし） 

[1] 佐藤博隆*, , 日本材料学会誌『』, 巻号, pp. ???-???, 2025（査読無・TC：0） 

[2] 鬼柳善明*, 及川健一, 二宮和彦, 渡辺賢一, 松本吉弘, 反保元伸, 佐藤博隆, 久保謙哉, 篠原武尚, 三宅康博, 中性子

イメージングとミュオン寿命法を用いた日本刀研究 ―中性子による結晶組織と内部構造解明とミュオンによる炭

素濃度測定―, 日本中性子科学会誌『波紋』, 35 巻 4 号, pp. ???-???, 2025（査読無・TC：0） 

[3] 岩下秀徳*, 木内笠, 広島芳春, 奥川雄一郎, 瀬邊智己, 武多実紀, 佐藤博隆, 加美山隆, 古坂道弘, 鬼柳善明, J-PARC
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可能に ～飛行時間法による半導体ソフトエラー断面積測定～, 日本原子力学会誌『ATOMOΣ』, 63 巻 7 号, pp. 531-

535, 2021（査読無・TC：2） 

[11] H. Iwashita*, H. Sato and Y. Kiyanagi, Neutron-energy-dependent semiconductor soft errors successfully measured for the first 

time, NTT Technical Review, Volume 19, Number 6, pp. 94-103, 2021（査読無・TC：2） 
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[5] 北海道大学全学教育（科学・技術の世界）「これからの原子力利用の展開：エネルギー・医療・宇宙・地球環境『人

工・宇宙放射線の工業・農業・考古学・惑星科学への展開』」, 2018 年 4 月～ 

[6] 2012 年度国立大学改革強化推進補助金 北海道内国立大学の機能強化について ～北大を拠点とする連携体制の構築

～ 道内国立大学による教養教育のためのオープン教材 ACE（Academic Commons for Education）「オープン教材を活

用して学ぶ放射線・放射能の科学『放射線の工業・農業・医療応用』」, 2016 年 10 月～ 

[7] 北海道大学工学部機械知能工学科「応用数学演習 I」, 2015 年 4 月～ 

[8] 北海道大学工学部機械知能工学科「機械知能工学入門」, 2014 年 4 月～ 

[9] 北海道大学工学部機械知能工学科「量子ビーム工学『量子ビームイメージング』」, 2013 年 10 月～ 

[10] 北海道大学工学部機械知能工学科「計測工学実験『放射線の計測』」, 2012 年 10 月～ 

[11] 北海道大学大学院工学院量子理工学専攻「量子理工学特別研究」, 2012 年 4 月～ 

[12] 北海道大学大学院工学院量子理工学専攻「量子理工学特別演習」, 2012 年 4 月～ 

[13] 北海道大学工学部機械知能工学科「卒業論文」, 2012 年 4 月～ 

[14] 大規模公開オンライン講座 MOOC（Massive Open Online Course）gacco「放射線・放射能の科学『放射線の工業・農



業・考古学・惑星科学への応用』」, 2020 年 3 月～2020 年 5 月, 2021 年 2 月～2021 年 5 月, 2023 年 3 月～2023 年 5 月 

[15] 北海道大学大学院工学院量子理工学専攻「量子ビーム材料物性特論『Applications of Particle Accelerator: Material and 

Life Sciences using Accelerator-driven Neutron Sources』」, 2018 年 10 月～2019 年 3 月 

[16] 北海道大学全学教育一般教育演習（フレッシュマンセミナー）「オープン教材を活用して学ぶ放射線・放射能の科学

『放射線の工業・農業・医療応用』」, 2016 年 10 月～2018 年 3 月 

[17] 北海道大学全学教育「自然科学実験（物理学『放射線と統計』）」, 2016 年 10 月～2018 年 3 月 

[18] 北海道大学大学院工学院量子理工学専攻「加速器科学特論『加速器の応用例②：中性子を利用した物質・材料・生

命科学』」, 2015 年 4 月～2015 年 9 月 

[19] 北海道大学教育ワークショップ第 27 回「学生主体型授業の設計」修了（第 21 号） 

[20] 大規模公開オンライン講座 MOOC（Massive Open Online Course）edX「Effects of Radiation: An Introduction to Radiation 

and Radioactivity『Industrial, Agricultural, and Medical Applications of Radiation』」, 2015 年 7 月～2015 年 8 月 

[21] 北海道大学工学部機械知能工学科「テクニカルイングリッシュ II」, 2012 年 10 月～2013 年 3 月 

[22] 北海道大学工学部機械知能工学科「テクニカルイングリッシュ I」, 2012 年 4 月～2012 年 9 月 

[23] 北海道大学工学部機械知能工学科「外国人留学生に対する教育指導」チューター, 2009 年 4 月～2010 年 3 月 

[24] 北海道大学工学部機械知能工学科「ラボラトリーセミナー『中性子放射化分析』」ティーチングアシスタント, 2007

年 4 月～2007 年 9 月 

[25] 北海道大学工学部機械知能工学科「計測工学実験『真空の計測』」ティーチングアシスタント, 2006 年 10 月～2007

年 3 月／2007 年 10 月～2008 年 3 月 

 

22. その他の教育活動・所属機関内における委員会活動・アウトリーチ活動 

[1] パルス中性子ブラッグエッジイメージング用結晶組織構造解析プログラム「RITS」講習（北海道大学・名古屋大学・

茨城大学・島根大学・東京都市大学・大強度陽子加速器施設（J-PARC）・総合科学研究機構（CROSS）・理化学研究

所・株式会社 IHI・Rutherford Appleton Laboratory・Consiglio Nazionale delle Ricerche・NEUWAVE-11 サテライト） 

[2] 河合塾「みらいぶっく－学問・大学なび－」, 大学の最新研究を訪ねて, 地球・宇宙・数学の研究テーマ, 量子ビー

ム科学, 「中性子ビーム －材料、宇宙、医療…多くの分野を中性子ビームが支える－」（2024 年 3 月 22 日～） 

[3] 北海道大学 放射性同位元素等管理委員会 放射性同位元素管理専門委員会 委員（2023 年度～） 

[4] 北海道大学 大学院工学研究院・大学院工学院・工学部 放射線取扱主任者（2020 年度～） 

[5] 北海道大学 大学院工学研究院・大学院工学院・工学部 放射線障害予防安全専門部会 部会員（2020 年度～） 

[6] 北海道大学 大学院工学院 学務委員会 学務委員（2025 年度） 

[7] 北海道大学 大学院工学院 e3プログラム専門部会 部会員（2025 年度） 

[8] 北海道大学アカデミックファンタジスタ：札幌開成中等教育学校（2025 年 9 月 17 日）、小樽潮陵高等学校（2025 年

11 月 10 日） 

[9] 北海道共和町 原子力防災資機材取扱講習会 講師（2020 年 10 月 30 日／2021 年 10 月 26 日／2022 年 10 月 12 日／

2024 年 10 月 11 日／2025 年 10 月 15 日） 

[10] 文部科学省 集まれ高校生！原子力オープンキャンパス 北海道大学プレゼンター（2023 年 8 月 24 日／2024 年 7 月

23 日／2025 年 8 月 6 日） 

[11] 北海道大学 オープンキャンパス 2025 工学部 機械知能工学科 研究室体験「量子ビームで日本刀の謎に迫る研究を

人工知能（AI）を利用してやってみよう！」 

[12] 北海道大学 工学部 機械知能工学科 コース改編ワーキンググループ 委員（2024 年度） 

[13] 北海道大学 工学部 北工会 文化部長（2024 年度） 

[14] 北海道大学 工学部 機械知能工学科 総務委員（2024 年度） 

[15] 北海道大学 工学部 機械知能工学科 北工会世話人（2024 年度） 

[16] 日本アイソトープ協会 放射線業務従事者のための教育訓練講習（e-ラーニング）「放射線の人体に与える影響」（2024

年度） 

[17] 日本アイソトープ協会 放射線安全取扱部会 放射線取扱主任者試験 解説員（第 1 種・生物学）（2022 年度～2024 年

度） 

[18] 北海道大学 工学部 100 年記念誌分科会 電子メディア収集・記録ワーキンググループ 委員（2021 年度～2024 年度） 

[19] 科学実験教室「北大工学部まるごと体験ツアー」, 見学「宇宙・食品・文化財・材料・エネルギー・医療…大型量子

ビーム施設を使って色んな不可視世界を探検！」（2024 年 12 月 26 日） 

[20] 日本科学未来館 特別展「刀剣乱舞で学ぶ 日本刀と未来展 ‐刀剣男士のひみつ‐」（2024 年 7 月 10 日～2024 年 10

月 14 日） 

[21] テレビ朝日への情報提供（2024 年 9 月 6 日） 

[22] 日本放射線腫瘍学会 第 12 回放射線治療・物理学セミナー「アダプティブ放射線治療と周辺技術」, 粒子線加速器の

仕組み（2024 年 7 月 13 日） 

[23] 北海道大学 大学院工学研究院 工学系連携推進企画部 部員（2022 年度～2023 年度） 

[24] 北海道大学 大学院工学研究院・大学院工学院・工学部 国際交流室 室員（2022 年度～2023 年度） 

[25] 北海道大学 大学院工学院・工学部 教育・キャリア企画室 室員（2022 年度～2023 年度） 

[26] The 5th / 6th Neutron and Muon School, Neutron Imaging Lecturer（2021 年 12 月 9 日／2022 年 12 月 12 日） 

[27] 北海道大学 学部・学科等紹介 工学部 機械知能工学科 模擬講義（研究紹介）「社会・文化に貢献する電子加速器と

中性子ビーム －日本刀の謎から宇宙線対策まで－」（2022 年 9 月 30 日） 

[28] gacco LIVE 大学の知「北海道大学・佐藤博隆准教授に聞く『放射線利用の最新情報』」（2022 年 8 月 16 日） 

[29] 日本原子力学会 北海道支部 原子力オープンスクール 2012／2013／2014／2015／2016／2017／2018／2021／2022 



実行委員 

[30] 北海道大学 オープンキャンパス 2018／2019／2021 工学部 研究施設探訪「大型電子加速器・中性子ビーム実験施

設」 

[31] 北海道大学 大学院工学院 学務委員会 学務委員（2021 年度） 

[32] 北海道大学 工学部 機械知能工学科 総務委員（2018 年度） 

[33] 北海道大学 オープンキャンパス 2017 工学部 機械知能工学科 研究室体験「鉄球を詰めたら見えちゃう －気体・

液体・アモルファス・多結晶・単結晶－」 

[34] 北海道大学 サイエンスツアー2017 工学部 機械知能工学科 研究室体験「鉄球を詰めたら見えちゃう －気体・液体・

アモルファス・多結晶・単結晶－」 

[35] 北海道大学 工学部 北工会 体育委員（2016 年度） 

[36] 北海道大学 工学部 同窓会 名簿電算化ワーキンググループ 委員（2015 年度） 

[37] 北海道大学 工学部 同窓会 編集委員（2014 年度～2015 年度） 

[38] 北海道大学 機械系産業技術フォーラム 2016 オープンラボ担当 

[39] 北海道大学 学部・学科等紹介 工学部 機械知能工学科 プレゼンター（2014 年 2 月 6 日） 

[40] 北海道大学 大学院工学研究院・情報科学研究科 博士交流セミナー2010 学生世話人 

[41] 日本原子力学会 北海道支部 原子力オープンスクール 2008／2009／2010 ポスター作成・アトムスクール修了証作

成・アトムクイズプレゼンター・各種解説員ほか 

[42] 北海道大学 オープンキャンパス 2007 工学部 機械知能工学科 先輩と話そう－研究パネル紹介－ 


